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訪問看護師がとらえる認知機能が低下し

たCOPD療養者の増悪発見と対応をめぐる

困難さ

共同

第10回日本呼吸ケア･リハ

ビリテーション学会関東支

部学術集会、高崎市

〇梨木恵実子、内田陽子、伊東美緒、北

村智美
2025.7

生成AIコミュニケーション機｢AOGUここ

ろ｣の改良
共同

第72回北関東医学会総会、

前橋市

大島拓也、坂田惟之、菅沼華海、崎山恵

里那、梨木恵実子、内田陽子
2025.10

ぐんま老人看護専門看護師会員による研

究の実態と今後の研究取り組みの検討
共同

第１回日本高度実践看護学

会学術集会、神戸市

〇梨木恵実子、宮澤真優美、 戸谷幸佳、

齊田綾子、 河端裕美、 相場健一、 川中

子裕美、 黒沢彩乃、 小板橋梨香、 佐藤

文美、 鈴木峰子、 田島玲子、 福田未

来、 森島一成

2025.8

認知機能が低下している在宅COPD療養者

に応じた増悪対応に繋げるための訪問看

護師による準備と支援

共同

第35回日本呼吸ケア・リハ

ビリテーション学会学術集

会、新潟市

〇梨木恵実子、北村智美 2025.11

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

認知症看護スタンダード

執筆担当：第7章身体疾患の治療を要する

認知症の人のケアマネジメント 訪問看護

による継続的支援

共著 あり
照林社、全368ページ（担

当箇所p.254-258)

編集：一般社団法人 日本老年看護

学会
2025.6

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（２）論文

該当なし

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴

2004年 群馬県立心臓血管センター、2011年 群馬県看護協会訪問看護ステーション（2019年は非常勤勤務として大学

教員と兼務）、2019年 群馬大学大学院保健学研究科 助教

※団体や学会からの認定資格：専門看護師（老人看護）、3学会合同呼吸療法認定士、ELNEC-Jコア指導者

所属学会（役職）
日本老年看護学会、日本呼吸ケア・リハビリテーション学会、日本高度実践看護学会、日本エンドオブライフケア学

会、日本在宅ケア学会、日本緩和医療学会、日本看護科学学会、日本プライマリケア連合学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

研究分野 老年看護学、在宅看護学

学位 修士（看護学）

学歴
2000年 福井県立大学看護福祉学部看護学科、2008年 群馬大学大学院医学系研究科 博士前期過程（老人看護専門看護

師コース）、2016年 群馬大学大学院保健学研究科博士後期課程（単位取得退学）

氏名 梨木　恵実子 部署 看護学科 職名 准教授

重度の認知症女性高齢者に対する赤ちゃ

ん人形Playプログラムの反応 ～婚姻・子

育て経験別にみた2事例～

共同

日本エンドオブライフケア

学会第8回学術集会、岐阜

市

菅沼華海、内田陽子、中島都、崎山恵里

那、深美寛奈、中澤沙綾、北爪歌織、梨

木恵実子、松井理恵、山上徹也、深澤友

子、 堀田かおり、齋藤明香、佐藤文美、

塚本紗英、剱持淳子

2025.9

赤ちゃん人形Playプログラムを受けた脳

血管性認知症の男性の1事例
共同

日本エンドオブライフケア

学会第８回学術集会、岐阜

市

中島都、菅沼華海、内田陽子、北爪歌

織、中澤沙綾、深美寛奈、崎山恵里那、

梨木恵実子、松井理恵、山上徹也、深澤

友子、堀田かおり、齋藤明香、佐藤文

美、塚本紗英、剱持淳子

2025.9

精神科病院の看護職の情動知能とセル

フ・コンパッションの関連
共同

第45回日本看護科学学会学

術集会、新潟市
永澤眞、伊東美緒、梨木恵実子 2025.12
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該当なし

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ

該当なし 主指導 名 副指導 名

（４）論文指導

名称 単・共

すべての看護師のためのエンド・オブ・

ライフ・ケア研修会(ELNEC-J コアカリ

キュラム)プログラム

群馬県緩和ケア

関連認定看護師

会

日本緩和医療学会のELNEC-Jコア認定指導者の講師たちと

一緒になって、２日間のエンドオブライフケア研修会を実

施。

2026.3

開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

主任介護支援専門員研修「ターミナルケ

ア」

群馬県社会福祉

協議会

主任介護支援専門員(になるための必須の研修。在宅でのエ

ンドオブライフケア・ターミナルケアの内容を実施。
2025.7

訪問看護師養成研修［ステップ１］「呼

吸ケアⅠ」
群馬県看護協会

訪問看護師や目指す看護師らを対象に、呼吸ケア（在宅酸

素、人工呼吸器、呼吸リハビリなど）の内容を実施。
2025.9

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

該当なし

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

Effects of a Baby Doll Play Program in

Older Adults with Dementia
共同

The 2nd International

Nursing Research

Conference,  Thailand

Haruna Suganuma, NarYoko Uchida,

Miyako Nakajima, Kanna Fukami,

Kaori Kitazume,　Saya

Nakazawa, Emiko Nashiki, Erina

Sakiyama, Ayami Sato, Tetsuya

Yamagami, Asuka Saito, Rie Matsui,

Tomoko Fukasawa, Kaori Hotta, Sae

Tsukamoto, Junko Kenmochi, Chieko

Kubota

2025.12

Disaster Preparedness of Community-

Dwelling Older Adults and Their

Supporters in Peacetime: A Scoping

Review

共同

The 2nd International

Nursing Research

Conference, Thailand

Erina Sakiyama, Yoko Uchida, Haruka

Matsui, Haruna , Suganuma, Ayami

Sato, Emiko Nashiki, Reiya Yamamoto,

Kohsuke Koizumi, Rie Matsui, Chieko

Kubota, Takayuki Saitoh

2025.12
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該当なし
ELNEC-JG ワーキンググル

プ

ELNEC-JG（End-of-Life Nursing Education Consortium-Japan

Geriatrics）は、高齢者のエンドオブライフケアの内容のプログラムで

あり、看護師を対象とした研修を実施している。老人看護専門看護師

らで構成されたWPG／WGで研修内容の構成見直しや研修を実施して

いる。2026年度の内容改訂作業を実施した。

通年

期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

（４）その他

項目 相手方等 内容

群馬県看護協会 群馬県看護学会 2023.6～2026.3

該当なし

該当なし

第10回日本呼吸ケア･リハ

ビリテーション学会関東支

部学術集会、高崎市

座長（口演発表） 2025.7

５．学内運営

項目 内容 期間

地域貢献活動 私立新島学園高等学校

看護や医療関係の進学に関心をもつ高校生を対象に、大学で学ぶ看護

のこと、講師の経験をふまえた臨床での実際などを伝えた。「様々な

場で活動する看護～大学で学ぶ内容と卒業後・未来」

2026.3

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

日本ケアマネジメント学会　第26回研究大会（2027年開

催）
企画・実行委員 2026.1～2027.6

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

日本エンドオブライフケア学会 EOLケアを支える専門職の実践・教育・研究委員会 2023.6～現在

日本在宅ケア学会 在宅ケアイノベーション研究研修委員会 2024.7～現在


